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肝
が
ん
及
び
重
度
肝
硬
変
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
一
号

　
　
　
肝
が
ん
及
び
重
度
肝
硬
変
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

肝
が
ん
及
び
重
度
肝
硬
変
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
（
平
成
三
十
年
宮
城
県
規
則
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
」
の
下
に
「
及
び
肝
が
ん
外
来
関
係
医
療
」
を
加
え
る
。

　

第
二
条
第
二
項
中
「
検
査
」
を
「
検
査
料
、
入
院
料
」
に
、「
あ
っ
て
前
項
の
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
医
療
（
食

費
及
び
生
活
費
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」を「
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
も
の（
当
該
医
療
と
無
関
係
な
医
療
を
除
く
。）

を
い
い
、「
高
療
該
当
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
」と
は
、肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
の
う
ち
、

同
じ
月
に
健
康
保
険
法（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関（
以

下
「
保
険
医
療
機
関
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
患
者
が
受
け
た
医
療
で
あ
っ
て
、
当
該
医
療
に
係
る
一
部
負
担
額
の
合

算
額
（
高
額
療
養
費
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
一
部
負
担
額
の
合
算
額
を
い
う
。）
が
高
額
療
養
費
算
定
基

準
額
（
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
船
員

保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十

二
項
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一

項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
第
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
か
ら
第
九
項
ま
で
並
び
に
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
五
条
各
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
算
定

基
準
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
超
え
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。　

３�　

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
肝
が
ん
外
来
医
療
」
と
は
、
患
者
（
重
度
肝
硬
変
を
発
症
し
て
い
る
者
を
除
く
。）
に
対

し
て
行
わ
れ
る
分
子
標
的
治
療
薬
を
用
い
た
外
来
医
療
そ
の
他
の
外
来
医
療
で
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
う

ち
、
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。

４�　

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
肝
が
ん
外
来
関
係
医
療
」
と
は
、
肝
が
ん
外
来
医
療
及
び
当
該
医
療
を
受
け
る
た
め
に
必

要
と
な
る
検
査
料
そ
の
他
当
該
医
療
に
関
係
す
る
外
来
医
療
で
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
も
の
（
当
該
医
療
と
無
関

係
な
医
療
を
除
く
。）
を
い
い
、「
高
療
該
当
肝
が
ん
外
来
関
係
医
療
」
と
は
、
令
和
三
年
四
月
以
降
に
行
わ
れ
た
肝

が
ん
外
来
関
係
医
療
の
う
ち
、
同
じ
月
に
保
険
医
療
機
関
及
び
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す

る
保
険
薬
局
（
以
下
「
保
険
薬
局
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
患
者
が
受
け
た
医
療
で
あ
っ
て
、
当
該
医
療
に
係
る
一

部
負
担
額
の
合
算
額
（
高
額
療
養
費
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
一
部
負
担
額
の
合
算
額
を
い
う
。）
が
高

額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。
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５�　

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
高
療
該
当
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
合
算
関
係
医
療
」
と
は
、
令
和
三
年
四
月
以
降
に
行
わ

れ
た
、
同
じ
月
に
お
け
る
、
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
（
肝
が
ん
外
来
医
療
の
実
施
に
係
る
も
の
に
限

る
。）
及
び
肝
が
ん
外
来
関
係
医
療
の
一
部
負
担
額
を
合
算
し
た
額
（
高
額
療
養
費
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定

し
た
一
部
負
担
額
の
合
算
額
を
い
う
。）
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
（
患
者
が
七
十
歳
以
上
の
場
合
は
、
入
院
・

外
来
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
（
入
院
医
療
及
び
外
来
医
療
に
係
る
医
療
費
の
双
方
を
対
象
と
す
る
高
額
療
養
費
算

定
基
準
額
を
い
う
。））
を
超
え
る
も
の
（
高
療
該
当
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
又
は
高
療
該
当
肝
が
ん

外
来
関
係
医
療
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
を
い
う
。

　

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
対
象
医
療
）

第�

三
条　

こ
の
規
則
に
よ
る
費
用
の
交
付
の
対
象
と
な
る
医
療
（
以
下
「
対
象
医
療
」
と
い
う
。）
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
の
医
療
（
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
一
部
負
担
額
が
医
療
保
険
各
法
に
基
づ
く
政
令
及
び
高
齢
者
医
療
確
保

法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
も
の
に
限

る
。）
の
う
ち
、
当
該
医
療
の
行
わ
れ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
医
療
を
受
け
た
月

数
（
医
療
保
険
各
法
又
は
高
齢
者
医
療
確
保
法
の
規
定
に
よ
る
外
来
に
係
る
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
に
よ
り
、

患
者
が
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
及
び
肝
が
ん
外
来
関
係
医
療
に
つ
い
て
自
己
負
担
を
行
わ
な
か
っ
た

月
数
を
除
く
。）
が
既
に
二
月
以
上
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
又
は
保
険
薬

局
に
お
い
て
当
該
医
療
を
受
け
た
月
の
も
の
と
す
る
。

　

一　

高
療
該
当
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療

　

二　

高
療
該
当
肝
が
ん
外
来
関
係
医
療

　

三　

高
療
該
当
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
合
算
関
係
医
療

　

第
四
条
第
一
項
中
「
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
」
を
「
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一�　

肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
及
び
肝
が
ん
外
来
医
療
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
、か
つ
、肝
が
ん
・

重
度
肝
硬
変
治
療
研
究
促
進
事
業
（
以
下
「
研
究
促
進
事
業
」
と
い
う
。）
の
実
施
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る

保
険
医
療
機
関
（
以
下
「
入
院
等
指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。）

　

二�　

肝
が
ん
外
来
医
療
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
研
究
促
進
事
業
の
実
施
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る

保
険
医
療
機
関
（
入
院
等
指
定
医
療
機
関
を
除
く
。）

　

第
七
条
第
一
項
中
「
と
す
る
」
の
下
に
「
。
認
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る

た
め
、
肝
炎
対
策
協
議
会
条
例
（
平
成
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
宮
城
県
肝
炎
対
策
協
議
会
の

意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
又
は
」

に
改
め
、「
保
険
医
療
機
関
」
の
下
に
「
又
は
保
険
薬
局
」
を
加
え
、「
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
に
係
る
」

を
「
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
医
療
又
は
肝
が
ん
外
来
医
療
に
関
し
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
」
を
「
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二

項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

　

第
九
条
第
一
項
中
「
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
」
を
「
対
象
医
療
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七

条
第
三
項
（
第
一
号
を
除
く
。）
及
び
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
、「
第
七
条
第
三
項
中
「
前
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
」」
を
「
こ
れ
ら

の
規
定
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
」
と
、「
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
更
新
」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
条
中
「
氏
名
、
住
所
又
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
を
変
更
し
た
と
き
」
を
「
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
」

に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
中
「
指
定
医
療
機
関
」
の
下
に
「
又
は
保
険
薬
局
」
を
加
え
、「
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
」

を
「
対
象
医
療
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
中
「
対
象
医
療
に
要
す
る
費
用
は
、
参
加
者
が
当
該
医
療
を
受
け
る
」
を
「
高
療
該
当
肝
が
ん
・

重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
に
係
る
費
用
は
、
原
則
と
し
て
入
院
等
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
」
の
下

に
「
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
」
を
加
え
、「
場
合
に
は
、
参
加
者
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
、
当
該
」
を
「
方
法

に
よ
り
、」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
合
計
額
」
を
「
合
算
額
」
に
、「
保
険
者
」
を
「
医
療
保
険
者
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３�　

対
象
医
療
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
研
究
促
進
事
業
を
実
施
す
る
場
合
以
外
の
場
合
は
、
患
者
に
対
し
、

同
じ
月
に
お
け
る
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
又
は
高
齢
者
医
療
確
保
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る
費

用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
の
合
算
額
か
ら
医
療
保
険
各
法
又
は
高

齢
者
医
療
確
保
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
に
関
し
医
療
保
険
者
が
負
担
す
べ
き
額
を
控
除
し
た
額
（
以

下
「
高
療
自
己
負
担
月
額
」
と
い
う
。）
が
一
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
高
療
自
己
負
担
月
額
と
一
万
円
と

の
差
額
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
研
究
促
進
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
患
者
の
う

ち
、
医
療
保
険
各
法
又
は
高
齢
者
医
療
確
保
法
の
規
定
に
よ
る
外
来
に
係
る
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
対
象
と

な
る
者
に
つ
い
て
は
、
毎
年
八
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
高
療
自
己
負
担
月
額
（
肝
が
ん
外
来
関
係

医
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
の
合
算
額
が
十
四
万
四
千
円
を
超
え
る
部
分
に
対
し
て
は
、
助
成
し
な
い
。

４�　

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
七
十
歳
未
満
の
患
者
が
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
助
成
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

対
象
医
療
に
係
る
助
成
後
に
な
お
残
る
一
部
負
担
額
の
取
扱
い
そ
の
他
研
究
促
進
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　

第
十
七
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
関
係
者
の
留
意
事
項
）

第�

十
七
条　

知
事
は
、
患
者
等
に
与
え
る
精
神
的
影
響
を
考
慮
し
て
、
研
究
促
進
事
業
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
の
取
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扱
い
に
つ
い
て
慎
重
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
特
に
個
人
が
特
定
さ
れ
う
る
も
の
に
係
る
情
報
（
個
人
情
報
保
護
条

例
（
平
成
八
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。）
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
そ
の
保
護
に
十
分
に
配
慮
す
る
よ
う
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
も
そ
の
旨
指
導
す
る
も

の
と
す
る
。

　

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
七
条
関
係
）

年　

齢　

区　

分

階　
　
　
　

層　
　
　
　

区　
　
　
　

分

七
十
歳
未
満

医
療
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
七

項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
発
行
す
る
限
度
額
適

用
認
定
証
又
は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
所
得
額
の
適
用
区

分
が
エ
又
は
オ
に
該
当
す
る
者

七
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満

医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
二
割
と
さ

れ
て
い
る
者

七
十
五
歳
以
上

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
一
割
と
さ
れ
て
い
る

者

　

備�

考　

こ
の
表
の
上
欄
の
七
十
五
歳
以
上
の
区
分
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
で

あ
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
者
の
う
ち
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
部
負
担
金
の

割
合
が
一
割
と
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
肝
が
ん
及
び
重
度
肝
硬
変
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
お
い
て
、
既
に
改
正
前
の
肝
が
ん
及
び
重
度
肝
硬
変
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交

付
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る

保
険
医
療
機
関
（
以
下
「
旧
指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
肝

が
ん
外
来
医
療
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
み
な
し
、
新
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３�　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
受
け
た
旧
規
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係

医
療
の
う
ち
新
規
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
療
該
当
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
入
院
関
係
医
療
に
該
当
す
る
も

の
（
当
該
医
療
の
行
わ
れ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
、
当
該
医
療
を
受
け
た
月
数
が
既
に
二
月
以
上
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
旧
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
当
該
医
療
を
受
け
た
月
の
も
の
に
限
る
。）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
二
七
〇
〇
五
八
五

ポ
ラ
リ
ス
富
谷
セ
ン
タ

ー富
谷
市
大
清
水
二
丁
目

二
二－

一

就
労
定
着
支
援

株
式
会
社
ポ
ラ

リ
ス

令
和
四
年
一
月

七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
吉
田
南
部
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
四
年
一
月
十
二
日
か
ら
令
和
四
年
二
月
九
日
ま
で
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三　

縦
覧
場
所

　
　

亘
理
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
南
部
地
域
森
林
計
画
を
変

更
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
域
森
林
計
画
の
名
称

　
　

宮
城
南
部
地
域
森
林
計
画
変
更
計
画

二　

縦
覧
場
所

　

�　

宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
林
業
振
興
課
）、
宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
及
び
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務

所
〇
宮
城
県
告
示
第
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
北
部
地
域
森
林
計
画
を
変

更
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
域
森
林
計
画
の
名
称

　
　

宮
城
北
部
地
域
森
林
計
画
変
更
計
画

二　

縦
覧
場
所

　

�　

宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
林
業
振
興
課
）、
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
、
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
（
栗

原
地
域
事
務
所
を
含
む
。）、
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
（
登
米
地
域
事
務
所
を
含
む
。）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

地
方
振
興
事
務
所

〇
宮
城
県
告
示
第
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

仙
台
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
仙
台
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

白
石
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

柴
田
郡
川
崎
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）
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２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
並
び
に
白
石
市
役
所
及
び
川
崎
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

仙
台
松
島
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
四
〇
地
先

か
ら

同
郡
同
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
一
地
先
ま
で

前

三
〇
・
六
～

�

三
三
・
三

�

四
三
・
〇

後

三
〇
・
六
～

�

四
七
・
〇

�

四
三
・
〇

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
寒
風
沢
四
八
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
春
日
字
新
堀
二
七
番
一
地
先
ま
で

前

　

九
・
二
～

�

一
二
・
二

�

四
四
・
八

後

一
一
・
二
～

�

一
二
・
二

�

四
四
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

利
府
松
山
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
四
七
地
先

か
ら

同
郡
同
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
四
〇
地
先
ま
で

前

一
七
・
八
～

�

三
三
・
六

�

一
五
・
三

後

一
七
・
八
～

�

四
三
・
〇

�

一
五
・
三

〇
宮
城
県
告
示
第
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

仙
台
松
島
線

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
四
〇
地
先
か
ら

同
郡
同
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
一
地
先
ま
で

令
和
四
年

�

一
月
十
一
日

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
寒
風
沢
四
八
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
春
日
字
新
堀
二
七
番
一
地
先
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。
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そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

仙
台
塩
釜
線

塩
竈
市
舟
入
二
丁
目
五
番
一
八
地
先
か
ら

同
市
舟
入
一
丁
目
一
二
三
番
一
地
先
ま
で

令
和
四
年

�

一
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

利
府
松
山
線

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
四
七
地
先
か
ら

同
郡
同
町
春
日
字
金
突
堂
一
八
番
四
〇
地
先
ま
で

令
和
四
年

�

一
月
十
一
日

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
吉
田
浜
字
東
君
ケ
岡
四
十
一
番
一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

多
賀
城
市
八
幡
四
丁
目
七
番
五
十
四－

二
号　

サ
ン
ラ

イ
フ
杉
原
多
賀
城
Ｂ
棟
一
〇
二

�

佐
藤　

駿　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

多
賀
城
市
八
幡
四
丁
目
七
番
五
十
四－

二
号　

サ
ン
ラ

イ
フ
杉
原
多
賀
城
Ｂ
棟
一
〇
二

�

佐
藤　

ち
え
美　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

調
達
印
刷
物
及
び
発
注
予
定
数
量　

み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り　

一
式

　

２　

印
刷
物
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

契
約
期
間　

契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で

　

４　

納
入
場
所　

発
注
者
指
定
の
場
所
（
県
庁
及
び
県
内
各
市
町
村
６
５
か
所
（
予
定
））

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

　

１�　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２�　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開
札
時
ま
で
に
宮
城

県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。（
登
録
業
種
が
「
Ｂ　

印
刷
物
類
」

で
あ
る
こ
と
。）

　

３�　

当
該
印
刷
物
の
製
造
が
可
能
と
な
る
印
刷
機
を
自
社
で
所
有
し
、
当
該
発
注
に
係
る
印
刷
物
は
自
社
で
印
刷
す

る
こ
と
。

　

４�　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

５�　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６�　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
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の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

７�　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
者
で
な
い
こ

と
。

　

８�　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

�　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠�　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店

又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理

事
等
、
個
人
の
場
合
は
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈡�　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り

を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」

と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢�　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣�　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤�　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

９�　

当
該
印
刷
物
が
災
害
等
に
よ
り
履
行
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
提
携
企
業
に
支
援
を
求
め
る
な
ど
、
遅
滞

な
く
発
行
で
き
る
体
制
を
有
す
る
こ
と
。

　

10�　

過
去
３
年
以
内
に
、
１
回
あ
た
り
の
発
行
部
数
が
本
案
件
と
同
規
模
以
上
の
定
期
刊
行
物
と
し
て
、
自
治
体
広

報
誌
を
年
４
回
以
上
発
行
し
た
受
注
実
績
が
２
件
以
上
あ
る
こ
と
。

　

11�　

本
件
担
当
者
が
複
数
名
常
駐
し
て
い
る
営
業
拠
点
が
公
共
交
通
機
関
（
特
急
券
の
利
用
可
）
や
車
両
に
よ
り
県

庁
か
ら
１
時
間
以
内
で
移
動
で
き
る
距
離
に
あ
り
、
か
つ
、
本
件
に
係
る
印
刷
工
場
が
、
公
共
交
通
機
関
（
特
急

券
の
利
用
可
）
や
車
両
に
よ
り
県
庁
か
ら
２
時
間
以
内
で
移
動
で
き
る
距
離
に
あ
る
こ
と
。

　

12�　

本
件
担
当
者
に
つ
い
て
は
、
印
刷
業
務
に
複
数
年
携
わ
る
な
ど
知
識
や
経
験
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
と
し
、
編
集

や
デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
等
の
各
部
門
と
速
や
か
に
連
携
で
き
る
体
制
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

13�　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
を
希
望
す

る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宮
城

県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇

二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）
へ
令
和
四
年
一
月
二
十
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　
　

㈠�　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続

き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
紙
入
札
（
書
面
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け

る
相
手
方
決
定
の
手
続
き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

㈡�　

本
調
達
案
件
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
紙
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

あ
ら
か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２�　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
物
品
班
（
担
当　

内
田　

香
穂　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
三
）

　

３�　

郵
送
に
よ
る
入
札
説
明
書
の
交
付
期
限　

郵
送
に
よ
り
書
面
で
の
入
札
説
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

令
和
四
年
一
月
二
十
日
（
木
）
ま
で
２
あ
て
申
し
出
る
こ
と
。

　

４　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

㈠�　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
令
和
四
年
一
月
二
十
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら
令
和
四
年
一
月
二

六
日
（
水
）
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈡�　

書
面
に
よ
り
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

書
面
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明

書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
令
和
四
年
一
月
二
六
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、

提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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㈢�　

開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
㈠
又
は
㈡
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限
等

　
　

㈠　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　
　
　
　

入
札
期
間　

令
和
四
年
一
月
二
八
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
令
和
四
年
二
月
四
日
（
金
）
午
後
五
時
ま
で

　
　

㈡　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合

　
　
　

イ　

日
時　

令
和
四
年
二
月
四
日
（
金
）
午
後
五
時

　
　
　

ロ　

場
所　

２
に
同
じ

　
　
　

ハ　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
イ
の
日
時
ま
で
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

た
だ
し
、
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
６
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

ニ　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
入
札
書
は
、
い
か
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も
受
理
し
な
い
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

令
和
四
年
二
月
八
日
（
火
）
午
前
十
時　

宮
城
県
行
政
庁
舎
二
階
第
一
入
札
室

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

五　

そ
の
他

　

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２�　

入
札
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
並
び
に
入

札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
宮
城
県
規
則
第
百
十
一
号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
。

　

３　

契
約
保
証
金　

財
務
規
則
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

４�　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

５�　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
た
金
額
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ

る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す

る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

６�　

落
札
者
の
決
定
方
法　

印
刷
物
製
造
請
負
に
係
る
履
行
能
力
確
認
調
査
実
施
要
領
を
適
用
し
，
予
定
価
格
の
範

囲
内
で
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
し
た
者
の
う
ち
，
最
も
安
価
な
者
を
落
札
者
と
す
る
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要　

　

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

９　

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要

　

Sum
m
ary

　

1

�　

N
ature and Q

uantity of the Service to be Procured : Printing of M
iyagi Governm

ent N
ew
s 

(M
iyagi K

ensei D
ayori) 1

set.

　

2

　

Contract Period : From
 contract settlem

ent to M
arch 31, 2023 (Fri.)

　

3

�　

Place of D
elivery : Locations as designated by the ordering party (M

iyagi Prefectural 

Governm
ent O

ffice and 65 other locations in m
unicipalities in M

iyagi Prefecture). 

　

4

　

D
eadline for Bid Subm

ission : February 4, 2022 (Fri.), 5
:00 p.m

.  

　

5

�　

Contact Inform
ation : K

aho U
chida, Procurem

ent Section, Governm
ent Contract D

ivision, 

T
reasury D

epartm
ent, M

iyagi Prefectural Governm
ent, 3-8-1 H

oncho, A
oba-ku, Sendai, M

iyagi 

980-8570 Japan. T
EL.: 022-211-3333

　

6

　

Language and Currency U
sed in Contract Procedures : Japanese and Japanese yen only.

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
四
年
一
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
建
設
工
事
の
名
称　

仙
台
南
部
地
区
特
別
支
援
学
校
新
築
工
事
（
令
和
三
年
度
債
務
教
三
一－

〇
〇

一
号
）

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁

目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
十
二
月
十
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

前
田
・
西
武
・
阿
部
和
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者　

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社　

東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
四
番
十
一
号

五　

落
札
金
額　

四
十
七
億
四
千
三
百
四
十
二
万
八
千
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
三
年
九
月
二
十
一
日

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
１
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
14項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ
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り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
月
11日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
令
和
３
年
９
月
２
日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
令
和
３
年
11月
２
日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
岩
ヶ
崎
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
教
育
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
及
び
雑
入
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発

し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
外
部
模
擬
試
験
会
場
の
施
設
使
用
料
及
び
光
熱
水
費
に
つ
い
て
，
６
か
月
以
上
の
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ

た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
14件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
7,415円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
教
育
財
産
の
使
用
許
可
か
ら
調
定
・
収
入
ま
で
の
事
務
処
理
確
認
表
を
事
務
室
内
に
掲
示
し
，
そ
の
都
度
事

務
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
，
進
捗
状
況
を
事
務
室
内
の
全
職
員
で
確
認
す
る
こ
と
で
，
再
発
防
止
を
図
っ
て

い
く
。

　
⑵
　
泉
松
陵
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
予
算
令
達
か
ら
起
工
ま
で
約
３
か
月
を
要
し
，
法
面
復
旧
を
早
急
に
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
は
，
危
機
管

理
に
お
い
て
問
題
が
あ
り
，
内
部
統
制
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
２
件

　
　
　
　
　
・
工
事
名
　
　
　
泉
松
陵
高
校
法
面
復
旧
工
事
（
そ
の
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
松
陵
高
校
法
面
復
旧
工
事
（
そ
の
２
）

　
　
　
　
　
・
予
算
令
達
日
　
令
和
２
年
６
月
16日

　
　
　
　
　
・
起
工
伺
　
　
　
令
和
２
年
９
月
14日

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
災
害
復
旧
工
事
で
あ
り
，
早
急
に
実
施
す
べ
き
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
学
校
と
し
て
反
省
し
，
今
後
想
定
さ

れ
る
災
害
に
対
し
て
，
生
徒
及
び
教
職
員
の
安
全
な
教
育
活
動
の
場
を
早
期
に
確
保
す
る
た
め
に
は
，
速
や
か

な
起
工
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
，
管
理
職
及
び
事
務
職
員
全
員
で
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
�　
ま
た
，
予
算
令
達
さ
れ
る
予
定
が
あ
る
工
事
に
つ
い
て
は
，
そ
の
令
達
時
期
を
予
算
主
務
課
に
確
認
す
る
な

ど
起
工
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　
�　
さ
ら
に
，
事
務
職
員
の
人
事
異
動
の
際
に
は
，
担
当
者
間
の
引
き
継
ぎ
を
確
実
に
行
う
と
と
も
に
，
事
務
職

員
全
員
で
情
報
を
共
有
し
，
業
務
の
進
捗
状
況
を
複
数
の
職
員
で
確
認
し
，
事
業
を
確
実
に
実
施
す
る
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
2
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
14項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
月
11日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
令
和
３
年
９
月
２
日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
令
和
３
年
11月
２
日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
税
務
課
，
地
方
税
徴
収
対
策
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
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�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
引
き
続

き
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
２
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�
2,109,781,006円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�
1,781,373,005円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
3,891,154,011円

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�
1,333,372,737円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�
1,939,786,737円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
3,273,159,474円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
「
第
５
次
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
令
和
２
年
度
県
税
事
務

運
営
」
に
基
づ
き
，
県
税
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
特
に
，
収
入
未
済
額
の
大
半
を
占
め
る
個
人
県
民
税
を
重
点
税
目
と
し
て
，
各
県
税
事
務
所
に
市
町
村
滞
納

整
理
協
働
支
援
チ
ー
ム
を
組
織
し
，
職
員
併
任
の
活
用
に
よ
る
徴
収
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
，
住
民
税
徴
収

対
策
会
議
に
お
け
る
研
修
会
や
事
案
検
討
会
の
開
催
な
ど
，
市
町
村
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
と
と
も

に
，
庁
内
各
課
室
と
連
携
・
協
働
し
て
収
入
未
済
額
の
縮
減
対
策
を
実
施
し
た
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
徴
収
困
難
な
事
案
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
滞
納

繰
越
分
に
つ
い
て
滞
納
処
分
を
前
提
と
し
た
取
組
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
納
税
資
力
の
乏
し
い
者
に
対
し
て

は
納
税
の
緩
和
措
置
を
適
用
す
る
等
に
よ
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
を
図
っ
た
。

　
　
　
�　
し
か
し
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
納
税
が
困
難
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
徴
収
猶
予
の

特
例
に
係
る
収
入
未
済
額
が
11億
２
千
６
百
万
円
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
，
令
和
２
年
度
の
収
入
未
済
額
は
38億

９
千
万
円
と
令
和
元
年
度
か
ら
６
億
１
千
８
百
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
　
　
�　
今
後
は
，
徴
収
猶
予
の
特
例
に
係
る
収
入
未
済
額
を
最
優
先
と
し
て
，
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
納
税
の
緩
和

措
置
に
も
適
切
に
対
応
し
つ
つ
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
取
り
組
む
。

　
⑵
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
推
進
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
補
助
金
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制
制
度
の

整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
再
開
等
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
，
変
更
交
付
決
定
を
行
わ
な
い
ま
ま
，
指
令

額
よ
り
高
い
補
助
金
額
を
確
定
し
，
交
付
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
交
付
決
定
額
�

517,458円

　
　
　
　
　
・
額
の
確
定
額
�

543,087円

　
　
　
　
　
・
補
助
金
交
付
額
�
543,087円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
再
発
防
止
策
と
し
て
，
交
付
決
定
事
業
者
に
お
い
て
事
業
費
の
変
更
が
生
じ
る
見
込
み
の
場
合
は
，
県
へ
の

事
前
報
告
を
徹
底
さ
せ
，「
補
助
金
交
付
事
務
に
係
る
確
認
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
実
績
報
告
年
月
日
の
欄

に
，「
交
付
決
定
額
か
ら
増
減
が
生
じ
る
見
込
み
の
場
合
は
，
計
画
変
更
承
認
申
請
を
事
業
者
に
求
め
る
こ
と
」

と
明
記
す
る
と
と
も
に
，
内
部
統
制
の
対
応
と
し
て
，
今
回
の
件
を
職
場
内
会
議
で
情
報
共
有
し
，
他
の
補
助

金
業
務
で
も
当
該
様
式
を
使
用
す
る
こ
と
に
改
め
た
。

　
　
　
　
今
後
は
こ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
行
し
，
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　
⑶
　
原
子
力
安
全
対
策
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
国
庫
補
助
金
に
係
る
調
定
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に

内
部
統
制
制
度
の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
誤
調
定
の
取
消
遺
漏
に
よ
り
調
定
額
及
び
収
入
未
済
額
が
誤
っ
た
金
額
の
ま
ま
決
算
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
46,691,630円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
取
消
漏
れ
の
調
定
決
議
に
つ
い
て
，
速
や
か
に
取
消
処
理
を
行
っ
た
。

　
　
　
�　
今
後
の
対
応
策
と
し
て
，
調
定
事
務
に
際
し
て
は
，
調
定
額
と
，
国
か
ら
の
交
付
決
定
通
知
書
等
の
根
拠
資

料
と
の
突
合
を
複
数
の
目
で
確
実
に
行
い
，
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
と
と
も
に
，
実
効
性
の
あ
る
内
部
統

制
を
確
実
に
行
っ
て
い
く
た
め
，
課
内
共
通
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
�　
ま
た
，
収
入
未
済
管
理
に
あ
た
っ
て
は
，
毎
月
，
収
入
未
済
リ
ス
ト
を
拠
証
資
料
等
を
添
え
て
課
長
ま
で
回

覧
を
行
う
こ
と
で
，
常
に
情
報
共
有
し
，
組
織
と
し
て
確
実
に
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
⑷
　
循
環
型
社
会
推
進
課
，
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室
，
放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄
物
対
策
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
特
別
納
付
金
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た

の
で
，
引
き
続
き
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。
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（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
２
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

133,422,845円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

704,603,166円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

838,026,011円

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

37,623,954円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

689,233,379円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

726,857,333円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
特
別
納
付
金
の
適
切
な
管
理
と
収
入
未
済
縮
減
の
た
め
，
所
得
調
査
や
銀
行
預
金
等
の
財
産
調
査
を
実
施
し

計
画
的
な
債
権
回
収
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
�　
ま
た
，
不
真
正
連
帯
債
務
者
１
社
７
個
人
に
対
し
て
，
文
書
等
で
納
付
を
促
す
と
と
も
に
，
県
内
在
住
者
３

名
は
，
定
期
的
に
自
宅
等
を
訪
問
し
，
県
外
在
住
者
４
名
は
，
電
話
等
に
よ
り
納
付
指
導
を
継
続
し
た
結
果
，

遅
滞
な
く
７
個
人
全
て
の
一
部
納
付
が
継
続
さ
れ
た
。

　
　
　
�　
加
え
て
，
納
付
に
唯
一
応
じ
て
い
な
い
法
人
債
務
者
は
，
令
和
２
年
度
に
発
生
し
た
新
た
な
債
権
に
つ
い
て
，

既
に
差
押
え
を
行
っ
て
い
る
所
有
地
を
，
参
加
差
押
え
を
行
う
こ
と
に
よ
り
時
効
の
完
成
猶
予
を
図
っ
た
。

　
　
　
�　
今
後
も
各
債
務
者
の
財
産
調
査
を
継
続
し
一
部
納
付
が
中
断
さ
れ
た
場
合
に
は
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
的

確
に
行
い
，
完
成
猶
予
や
時
効
更
新
を
図
っ
て
い
く
。

　
⑸
　
共
同
参
画
社
会
推
進
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
国
庫
補
助
事
業
の
実
績
報
告
に
お
い
て
，
過
少
報
告
に
伴
う
県
費
の
持
ち
出
し
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後

再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制
制
度
の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
心
の
復
興
支
援
事
業
）
に
お
い
て
，
令
和
元
年
度
に
交
付

決
定
及
び
概
算
額
で
受
け
入
れ
し
，
令
和
２
年
度
に
復
興
庁
に
実
績
報
告
を
行
い
，
交
付
金
の
額
の
確
定
を

受
け
，
返
還
し
た
と
こ
ろ
，
実
績
報
告
に
高
速
使
用
料
（
5,700円

）
の
計
上
漏
れ
が
あ
り
，
過
少
に
実
績

報
告
し
た
こ
と
か
ら
県
費
の
持
ち
出
し
が
発
生
し
た
も
の
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
今
後
の
対
策
と
し
て
，
事
務
費
の
執
行
を
予
算
管
理
担
当
班
任
せ
に
せ
ず
，
事
業
担
当
班
に
お
い
て
も
予
算

の
執
行
状
況
を
予
算
管
理
担
当
班
に
確
認
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
�　
ま
た
，
課
内
で
申
請
書
類
等
の
確
認
項
目
を
共
有
し
て
，
決
裁
時
に
は
，
複
数
人
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ

か
り
と
押
さ
え
た
チ
ェ
ッ
ク
を
実
践
し
て
い
く
。

　
⑹
　
社
会
福
祉
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
需
用
費
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制
制
度
の
整
備
な

ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
新
聞
料
金
に
つ
い
て
，
支
払
遅
延
防
止
法
に
規
定
す
る
支
払
時
期
を
超
え
て
支
払
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
12,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
定
例
的
な
支
出
事
務
の
進
捗
を
管
理
す
る
一
覧
表
を
作
成
し
，
庶
務
担
当
者
の
ほ
か
複
数
の
職
員
が
支
出
事

務
の
進
捗
状
況
の
確
認
行
い
，
支
払
遅
延
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
�　
あ
わ
せ
て
，
庶
務
担
当
者
以
外
の
職
員
が
月
初
め
及
び
月
末
に
出
納
簿
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
，
財
務
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
支
出
負
担
行
為
済
み
の
未
払
額
の
有
無
を
確
認
し
て
お
り
，
支
出
事
務
の
進
行
管
理
体
制
を
整

え
，
再
発
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
⑺
　
障
害
福
祉
課
，
精
神
保
健
推
進
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
歳
入
歳
出
外
現
金
に
お
い
て
，
払
出
し
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
内
部
統
制
制
度
の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
援
護
寮
照
明
器
具
更
新
工
事
に
係
る
契
約
保
証
金
に
つ
い
て
，
完
成
検
査
後
に
受
注
者
に
返
還
し
て
い
な

い
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
579,040円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
払
出
し
を
行
っ
て
い
な
い
契
約
保
証
金
に
つ
い
て
は
，
工
事
施
工
業
者
に
対
し
，
契
約
保
証
金
払
戻
請
求
書

の
提
出
を
求
め
，
令
和
３
年
７
月
12日
に
返
還
を
行
っ
た
。

　
　
　
�　
今
後
は
，
毎
月
，
歳
入
歳
出
外
現
金
整
理
表
等
で
残
額
確
認
を
行
う
と
と
も
に
，
会
計
管
理
表
に
よ
り
保
管

状
況
を
可
視
化
し
，
払
出
し
の
処
理
漏
れ
が
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
り
，
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　
⑻
　
新
産
業
振
興
課
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イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
延
滞
金
（
情
報
通
信
関
連
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と

適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
２
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�
11,945,606円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
11,945,606円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
事
業
者
に
対
し
て
，
こ
れ
ま
で
複
数
回
訪
問
し
，
継
続
し
た
支
払
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
，
県
顧
問
弁
護
士

か
ら
債
権
回
収
に
係
る
法
的
手
法
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
，
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
今
後
は
，
事
業
者
へ
の
支
払
勧
奨
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
，
経
営
状
況
・
財
務
状
況
に
注
意
を
払
い
な

が
ら
，
適
切
な
債
権
管
理
を
図
っ
て
い
く
。

　
⑼
　
観
光
課
（
観
光
政
策
課
）

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制

制
度
の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
指
定
部
分
で
あ
る
駐
車
場
の
工
事
目
的
物
と
し
て
の
引
渡
し
を
受
け
て
い
な
い
状
態
で
供
用
を
開
始
し
，

料
金
を
徴
収
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
工
事
名
　
松
島
公
園
津
波
防
災
緑
地
整
備
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
本
工
事
は
県
営
松
島
公
園
第
四
駐
車
場
等
を
含
む
周
辺
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
，
全
体
の
工
期
は
令
和

２
年
７
月
31日
ま
で
と
し
て
い
た
が
，
第
四
駐
車
場
の
工
事
に
つ
い
て
は
，
７
月
１
日
供
用
開
始
予
定
の
た
め

６
月
30日
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
６
月
30日
の
工
事
完
成
後
，
７
月
１
日
に
部
分
完
成
の
検

査
を
受
け
た
も
の
の
，
そ
の
後
に
請
負
業
者
と
取
り
交
わ
す
必
要
が
あ
る
検
査
結
果
通
知
書
及
び
工
事
目
的
物

引
渡
書
の
事
務
処
理
を
行
っ
て
お
ら
ず
，
工
事
目
的
物
引
渡
書
が
な
い
ま
ま
供
用
を
開
始
し
た
も
の
。

　
　
　
�　
対
応
策
と
し
て
は
，
契
約
か
ら
支
払
状
況
が
わ
か
る
工
事
台
帳
等
を
作
成
し
進
捗
状
況
を
共
有
す
る
こ
と
等

に
よ
り
，
工
事
に
係
る
事
務
処
理
の
流
れ
を
担
当
だ
け
で
な
く
班
内
で
共
有
し
，
完
成
後
の
引
渡
し
も
含
め
事

務
処
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
複
数
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
内
部
統
制
を
確
実
に
行
う
こ
と

と
し
た
い
。

　
⑽
　
水
産
業
基
盤
整
備
課
，
漁
港
復
興
推
進
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
特
別
納
付
金
（
汽
船
除
去
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促

進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
２
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

6,820,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

3,687,340円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
10,507,340円

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

3,831,840円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

3,831,840円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
令
和
２
年
度
に
発
生
し
た
収
入
未
済
に
つ
い
て
は
，
督
促
状
に
よ
る
督
促
や
戸
籍
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
，

過
年
度
に
発
生
し
た
収
入
未
済
に
つ
い
て
は
，
解
消
を
図
る
た
め
財
産
調
査
及
び
戸
籍
調
査
を
行
い
，
令
和
２

年
８
月
に
収
入
未
済
額
の
一
部
を
回
収
し
た
。

　
　
　
�　
今
後
は
，
滞
納
者
に
対
す
る
督
促
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
，
滞
納
処
分
の
検
討
を
行
う
た
め
財
産
調
査

等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

　
⑾
　
水
産
業
基
盤
整
備
課
，
漁
港
復
興
推
進
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制

制
度
の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
防
潮
堤
工
事
に
お
い
て
，
工
期
途
中
か
ら
監
督
員
不
在
と
な
っ
た
ま
ま
，
工
事
完
成
に
至
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
２
件

　
　
　
　
　
・
工
事
名

　
　
　
　
　
　
⑴
　
浦
の
浜
漁
港
磯
草
地
区
防
潮
堤
工
事

　
　
　
　
　
　
⑵
　
小
鯖
漁
港
小
鯖
地
区
防
潮
堤
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
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�　
令
和
３
年
７
月
12日

付
け
で
，
各
地
方
振
興
事
務
所
長
に
対
し
，「
県
請
負
工
事
監
督
規
定
の
運
用
」
に
基

づ
く
，
監
督
職
員
の
適
正
な
配
置
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
し
た
。

　
　
　
　
今
後
は
，
内
部
統
制
実
践
項
目
に
監
督
職
員
の
適
正
配
置
確
認
を
加
え
，
随
時
，
確
認
し
て
い
く
。

　
⑿
　
道
路
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
国
庫
支
出
金
の
受
入
れ
に
お
い
て
，
当
該
年
度
の
収
入
と
す
べ
き
も
の
を
請
求
せ
ず
，
歳
入
欠
損
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制
制
度
の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
国
庫
支
出
金
の
概
算
払
請
求
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
，
一
般
財
源
の
立
替
支
出
と
な
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
３
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
44,177,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
当
該
事
案
に
つ
い
て
は
，
令
和
２
年
度
の
出
納
整
理
期
間
中
に
把
握
し
，
決
算
上
の
処
理
（
一
般
財
源
に
よ

る
補
填
措
置
）
を
行
う
と
と
も
に
，
令
和
３
年
度
に
国
庫
支
出
金
の
受
入
れ
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
今
後
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
，
令
和
３
年
度
の
精
算
業
務
の
開
始
に
向
け
て
点
検
を
実
施
中
で
あ
り
，

精
算
や
国
費
関
係
事
務
が
本
格
化
す
る
11月
ま
で
に
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
，
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
ル
ー
ル
化
な

ど
具
体
的
な
対
策
を
と
り
ま
と
め
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
⒀
　
住
宅
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
営
住
宅
使
用
料
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の

で
，
引
き
続
き
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
２
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�
15,534,350円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�
22,124,027円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
37,658,377円

　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�
18,316,075円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�
22,071,119円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
40,387,194円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
県
営
住
宅
の
管
理
業
務
全
般
に
つ
い
て
は
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
（
以
下
「
公
社
」
と
い
う
。）
へ
委
託
し

て
お
り
，
滞
納
整
理
業
務
に
つ
い
て
も
公
社
が
主
体
と
な
り
実
施
す
る
ほ
か
，
県
住
宅
課
職
員
が
戸
別
訪
問
に

同
行
す
る
な
ど
，
連
携
を
密
に
し
た
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
県
と
公
社
は
，「
県
営
住
宅
滞
納
家
賃
等
縮
減
推
進
の
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度
）」
の

取
組
方
針
を
基
本
と
し
，
初
期
滞
納
者
へ
の
早
期
対
応
の
強
化
や
，
滞
納
発
生
時
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
へ
の

協
力
要
請
等
，
滞
納
の
蓄
積
を
未
然
に
防
ぐ
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
ま
た
，
毎
月
連
絡
調
整
会
議
を
開
催
し
，
滞
納
整
理
の
実
施
状
況
や
収
納
状
況
及
び
収
入
未
申
告
と
滞
納
の

関
係
を
把
握
し
な
が
ら
，
滞
納
発
生
に
対
し
て
早
期
に
対
応
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
�　
収
入
未
申
告
者
の
中
に
は
，
入
居
承
継
や
同
居
承
認
等
の
手
続
き
が
未
了
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
，
家
賃
が
高

額
な
近
傍
同
種
家
賃
に
な
り
，
結
果
と
し
て
滞
納
が
増
加
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
を

早
期
に
解
消
す
る
，
又
は
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
公
社
の
滞
納
整
理
部
門
と
入
居
管
理
部
門
は
連
携
を
密
に
し

て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
全
入
居
者
に
対
し
て
減
免
制
度
の
周
知
を
行
い
，
家
賃
等
の
支
払
い
が
困
難
な
入
居
者
に
対
し
て
適
切
に
減

免
を
行
う
こ
と
で
滞
納
発
生
を
未
然
に
防
い
で
い
る
。

　
　
　
�　
滞
納
が
長
期
化
し
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
は
，
法
的
措
置
に
よ
る
厳
正
な
対
処
を
前
提
に
，
個
々
に
対
応
方

針
を
検
討
し
，
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
重
点
的
な
取
組
事
項

　
　
　
　
【
入
居
者
へ
の
取
組
】

　
　
　
　
　
①
初
期
滞
納
者
（
１
～
２
か
月
）
へ
の
取
組
強
化

　
　
　
　
　
②
法
的
措
置
に
よ
る
厳
正
な
対
処

　
　
　
　
　
③
収
入
申
告
の
徹
底

　
　
　
　
　
④
各
種
手
続
き
に
係
る
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応

　
　
　
　
　
⑤
生
活
保
護
受
給
者
の
代
理
納
付
の
利
用
拡
大

　
　
　
　
　
⑥
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
対
応
の
強
化

　
　
　
　
　
⑦
減
免
制
度
の
周
知

　
　
　
　
　
⑧
高
齢
者
や
福
祉
的
対
応
が
必
要
な
滞
納
者
に
対
す
る
指
導
強
化

　
　
　
　
【
退
去
者
へ
の
取
組
】

　
　
　
　
　
①
民
間
債
権
回
収
業
者
（
サ
ー
ビ
サ
ー
）
の
活
用

　
　
　
　
　
②
弁
護
士
へ
の
債
権
回
収
業
務
委
託

　
　
　
　
　
③
法
的
措
置
に
よ
る
厳
正
な
対
処
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④
債
権
の
適
正
管
理

　
⒁
　
高
校
教
育
課
，
宮
城
丸

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
引
き
続
き
収
納
促
進

と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
２
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

78,538,308円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

277,990,224円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

356,528,532円

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

88,029,273円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

253,272,894円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

341,302,167円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
償
還
金
の
収
入
未
済
額
を
縮
減
す
る
た
め
，
未
納
者
に
対
し
て
督
促
状
を
毎
月
送
付
す
る
と
と
も
に
，
こ
れ

に
応
じ
な
い
者
に
は
，
電
話
に
よ
る
催
告
や
未
納
額
総
額
を
記
載
し
た
納
付
催
告
書
を
送
付
し
償
還
を
促
し

た
。
さ
ら
に
２
か
月
以
上
未
納
状
態
が
続
い
て
い
る
者
に
対
し
て
は
，
連
帯
保
証
人
あ
て
に
未
納
額
総
額
を
記

載
し
た
納
付
催
告
書
の
送
付
を
行
っ
た
。

　
　
　
�　
ま
た
，
所
在
不
明
等
に
よ
る
回
収
困
難
案
件
の
一
部
に
つ
い
て
，
債
権
回
収
会
社
（
サ
ー
ビ
サ
ー
）
に
業
務

委
託
す
る
な
ど
，
取
組
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
　
　
�　
な
お
，
生
活
保
護
受
給
等
の
経
済
的
困
窮
や
，
大
学
へ
の
進
学
等
に
よ
り
償
還
が
困
難
な
者
に
対
し
て
は
，

償
還
の
猶
予
を
案
内
し
，
新
た
な
収
入
未
済
額
発
生
の
抑
制
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
，
過
年
度
の
収
入
未
済
額
の
う
ち
，
63,311,943円

を
回
収
し
，
収
入
未
済
額
の
縮

減
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
今
後
は
，
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
加
え
て
，
連
帯
保
証
人
へ
の
催
告
書
の
送
付
を
年
１
回
か
ら
年
２
回
に
増

や
す
と
と
も
に
，
住
所
不
明
な
滞
納
者
に
つ
い
て
，
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
戸
籍
の
公
用

請
求
等
に
よ
る
居
住
地
調
査
を
年
４
回
か
ら
毎
月
行
う
よ
う
に
す
る
な
ど
，
引
き
続
き
収
入
未
済
額
の
縮
減
に

努
め
て
い
く
。

　
⒂
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
（
保
健
体
育
安
全
課
）

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
補
助
金
（
学
校
臨
時
休
業
対
策
費
補
助
金
）
の
交
付
事
務
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の

で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制
制
度
の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
補
助
事
業
者
が
学
校
給
食
費
会
計
代
表
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
全
て
の
交
付
申
請
が
学
校
長
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
た
も
の
。
ま
た
，
実
績
報
告
書
の
一
部
に
つ
い
て
も
学
校
長
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
23件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
910,967円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
交
付
要
綱
に
申
請
書
類
の
作
成
例
を
添
付
す
る
ほ
か
，
申
請
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
箇
所
を
共
有
す
る
こ
と
で
，

複
数
の
職
員
に
よ
る
確
認
体
制
を
強
化
し
，
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
⒃
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
指
定
管
理
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制
制
度

の
整
備
な
ど
，
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
１
�　
宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
に
つ
い
て
，
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
２
�　
宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
及
び
宮
城
県
長
沼
ボ
ー

ト
場
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
宮
城
県
ボ
ー
ト
協
会
に
つ
い
て
，
指
定
管
理
者
に
対
す
る
指
導
・
監
督
を
怠

り
，
ま
た
，
指
定
管
理
料
に
お
い
て
，
必
要
な
経
費
の
算
定
を
誤
り
，
過
不
足
を
生
じ
さ
せ
追
加
支
払
を

行
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
　
  360,000円

　
　
　
　
　
・
宮
城
県
ボ
ー
ト
協
会
　
　
　
　
1,664,400円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
県
及
び
指
定
管
理
者
に
お
い
て
，
関
係
法
令
の
理
解
及
び
遵
守
に
努
め
，
今
回
指
摘
の
あ
っ
た
事
項
に
つ
い

て
は
，
指
定
管
理
者
の
選
定
に
際
し
，「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
，
確
認
を
徹
底
す
る
。

　
　
　
�　
ま
た
，
指
定
管
理
期
間
中
に
お
い
て
は
，
事
業
実
施
報
告
書
に
基
づ
き
実
施
調
査
を
行
う
な
ど
，
適
切
な
指

導
・
助
言
を
行
う
。

　
⒄
　
警
察
本
部

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
損
害
賠
償
金
に
お
い
て
，
現
年
度
分
収
入
未
済
額
が
０
円
と
な
り
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
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る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
引
き
続
き
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
２
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�
27,815,934円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
27,815,934円

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

3,080,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�
25,293,734円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
28,373,734円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
定
期
的
な
電
話
連
絡
に
よ
り
生
活
状
況
等
の
確
認
及
び
支
払
い
の
催
促
を
実
施
し
た
。

　
　
　
�　
ま
た
，
生
活
困
窮
等
の
理
由
に
よ
り
一
括
納
付
が
で
き
な
い
債
務
者
に
対
し
て
は
，
分
割
納
付
等
の
納
付
指

導
を
実
施
し
た
。

　
　
　
�　
分
割
納
付
者
の
う
ち
，
納
付
が
滞
り
が
ち
と
な
っ
て
い
る
債
務
者
に
対
し
て
は
，
電
話
に
よ
る
納
付
指
導
を

実
施
し
た
。

　
　
　
　
今
後
と
も
，
上
記
の
措
置
を
着
実
に
実
施
し
，
一
層
の
収
入
未
済
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

　
⒅
　
警
察
本
部

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
報
酬
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
内
部
統
制
制
度
の
整
備
な
ど
，

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
非
常
勤
職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
，
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
給
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
支
給
額
　
139,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
授
業
を
計
画
す
る
担
当
者
と
報
酬
を
支
払
う
担
当
者
間
で
授
業
予
定
及
び
結
果
の
確
認
を
徹
底
し
，
幹
部
も

そ
の
実
施
状
況
と
支
払
状
況
を
確
実
に
確
認
す
る
な
ど
内
部
統
制
の
強
化
を
図
っ
た
。


